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巻頭言 共同参画に寄せて

Foreword

元最高裁判所
判事
櫻井 龍子

　今年で、男女雇用機会均等法の制定から32年、男女共同参画社会基本法
の制定から19年が経つ。最近の女性活躍推進キャンペーンのおかげもあっ
て、私が大卒時に女子求人ゼロという状況に苦悶した40数年前に比べれば、
雲泥の差と言いたくなるほど共同参画は進んだ。ところが国際的に見ると、
我が国の女性の地位は低位安定（？）との結果である。この内外差の原因の
一端を裁判官の経験を通じて考えてみた。
　一つは、これらの法律の実効性を担保するべき裁判の少なさである。日本
人は訴訟嫌いと言われるが、とりわけ企業に雇用されている労働者の訴訟提
起は難しいようで、最高裁在職中に扱った関係事件はマタハラ判決など数え
るほどであった。個人の権利侵害は裁判によってしか解決は難しい。個別救
済の判決の積み重ねによってはじめて法律に魂が入るというものであるの
で、今後の検討が待たれる課題である。
　もう一つは、家庭や家族にからむ共同参画の問題である。経済合理性が貫
かれるべき企業経営においては、企業共同体の崩壊と相まって、女性の活
用・登用は早晩進んでいくものと楽観しているが、経済合理性が適合せず、
共同体としての役割が依然として期待されている家庭や家族といった場面に
おける問題が、置き去りにされがちにならないか心配している。夫婦別姓訴
訟に直面した時その懸念を強くした。難しい問題だが避けては通れまい。Sakurai Ryuko

主な予定
Schedule

1月12日～2月28日 平成30年度　男女共同参画週間キャッチフレーズ募集

2月15日 シンポジウム「企業×女性企業家のマッチングイベント　ビジネスにも運命
の糸ってあるんです」（東京都中央区）

2月17日、18日 「女子大学生キャリア形成セミナー」（埼玉県比企郡嵐山町）

2月21日 男性の家事・育児応援フォーラム「これからの子育てと暮らし×デザイン」
（東京都港区）

3月8日 「農業女子PJフォーラム2017」（東京都千代田区）
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Special Feature 特集

後悔が一番残念、女性起業家精神で
拡がる世界」というテーマで三原理
絵氏（株式会社誠や 代表）にお話
しいただきました。

　東日本大震災のボランティアで、
食事の支援をしてくれたパキスタン
人との出会いが、三原氏の海外起業
のきっかけでした。いつか彼らの故
郷であるパキスタンに自分の仕事を
通して何か恩返しをしたいという強
い思いから、2016年にパキスタン
に移住し、パキスタンのお母さんと
赤ちゃんのための衛生用品の販売や
パキスタンに進出を検討している日
本企業のマーケティングサポートを
行うビジネスを展開しています。
　三原氏は、「会場にわざわざ足を
運ばれた皆さんも、既に挑戦者であ
り、何かやってみたいことがあるの
なら、まずは1歩目を踏み出してみ
てほしい。1歩目を踏み出せば、勝
手に2歩目が付いてくる。あとはそ
れの繰り返しである。もし、しんど
くなってしまったら、1回立ち止ま
って休んでみてもいい。とにかく、
これをやってみたいという自分の何
か魂が揺さぶられるようなことがあ

ージが寄せられました。

　野田大臣は、まず、本事業の趣旨
として、我が国が、戦後、平和国家
として、隣人であるアジア・太平洋
諸国と共に歩んで来てきたこととと
もに、戦後70年を迎え、特に女性の
交流を通じ、我が国とアジア・太平
洋諸国の友好・信頼関係を深化させ
るため、昨年度から本事業をスター
トしたことを紹介しました。
　多くの「架け橋女性」が、我が国
の魅力を海外に広め、また、海外の
視点を我が国に広げ、地域の友好・
信頼関係構築のための架け橋となっ
ていることへの感謝を示されました。
　また、こうした機会を通じ、将来
の架け橋女性、あるいは架け橋女性
の良きサポーターが生まれ、個性と
能力を生かして輝く女性が増えるこ
とにより、我が国、ひいてはアジ
ア・太平洋地域の女性活躍推進のム
ーブメントが一層広がっていくこと
への期待が示されました。

基調講演（東京会場）

　東京会場の基調講演は、「やらず

シンポジウム「アジア太平洋と日本を結ぶ女性起業家精神　
～「架け橋女性」とのネットワークを通じて広げよう～」の開催
 内閣府男女共同参画局総務課

シンポジウム「アジア太平洋
と日本を結ぶ女性起業家精神　
～「架け橋女性」とのネット
ワークを通じて広げよう～」
の開催

　平成29年11月12日（日）に京王プ
ラザホテル（東京都新宿区）、12月
17日（日）に大阪新阪急ホテル（大阪
府大阪市）において、内閣府主催の
シンポジウム「アジア太平洋と日本
を結ぶ女性起業家精神　～「架け橋
女性」とのネットワークを通じて広
げよう～」を開催しました。
　本シンポジウムは、内閣府が平成
28年度から実施している「アジア・
太平洋輝く女性の交流事業」の一環
として開催しており、我が国とアジ
ア・太平洋諸国において活躍してい
る国内外の「架け橋女性」（アジア・
太平洋諸国と日本の両国を知り、お
互いの国の発展・交流に貢献してい
る女性） の活躍に焦点を当てていま
す。本年度は、起業に携わる女性が、
アジア・太平洋諸国と日本の両方で
どのような経験をしてきたか、今後
の活躍に向けた課題等を共有するた
め、東京会場に21名、大阪会場に8
名の「架け橋女性」を招聘しました。

野田大臣からのビデオメッセ
ージ

　開会に先立ち、野田聖子内閣府特
命担当大臣（男女共同参画担当）、
女性活躍担当大臣からビデオメッセ

野田大臣からのビデオメッセージ

三原氏による基調講演（東京会場）
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Report

　このセッションでは、参加者から
事前に寄せられた質問も踏まえ、起
業のきっかけについてお話しいただ
いた後、起業におけるネットワーキ
ングの大切さ、ネットワークをつく
るために、各々どのような工夫を行
っているかについて様々な意見が交
わされました。
　橘氏からは、仕事関係者以外の人
と付き合うことが、意外なところで
自らのビジネスにつながっていくと
いう意見が、白木氏からも異業種の
方とつながることで最先端のビジネ
スのやり方を教えてもらうことがで
き、それらを取り入れて自ら実践す
ることで、イノベーティブなビジネ
スのモデルをつくることができると
の意見がありました。
　繁田氏からは、いろいろな人と会
うときに、相手方にもう一度会って
みたいと思わせるように、相手に対
してどうベネフィットを設計できる
かを考えて行動することが重要なの
ではないかという意見が、宮城氏か
らは、自分がどういう人とつながり
たいのか、まさにどういうネットワ
ークをつくりたいかということを明
確になればなるほどネットワークは

内閣府は、平成29年11月・12月にシンポジウム「アジア太平洋と日本
を結ぶ女性起業家精神　～「架け橋女性」とのネットワークを通じて
広げよう～」を開催しました。ここではその概要をご紹介します。

るのであれば、まず1回挑戦してほ
しい。」という力強いメッセージを
会場の参加者に贈りました。

基調講演（大阪会場）

　大阪会場の基調講演は「ワクワク
とグラグラが未来を創る」というテ
ーマで奥田浩美氏（株式会社ウィズ
グループ代表取締役）にお話しいた
だきました。

　奥田氏はいつも「これから先は片
足だけついて生きていましょう」と
言っているそうです。片足だけつい
て立つとグラグラしてしまいます
が、グラグラするということは自分
の行先がたくさんあるということで
あり、ワクワクしながら次の足をど
こに置こうかと考えることができる
とのことでした。いろいろなことに
悩みながら、どこに活動を見いだし
ていこうと思っている人たちが多い
ですが、ワクワクとグラグラこそ
が、変化の激しい今の時代に合って
いるのではないかとのお話をいただ
きました。

パネルディスカッション

　基調講演後、「成功の鍵─ネット
ワークを広げよう！女性たち─今こ
そ行動のとき」をテーマにパネルデ
ィスカッションが行われました。
　東京会場では、モデレーター、奥
田浩美氏の下、白木夏子氏（株式会
社HASUNA代表）、濵田真里氏（株
式会社ネオキャリア海外事業部編集
ディレクター、ABROADERS編集
長、なでしこVoice代表）、橘幸帆
氏（ユーネットインターナショナル
株式会社社長）、繁田奈歩氏（株式
会社インフォブリッジマーケティン
グ＆プロモーションズ代表）による
ディスカッションが行われました。

　また、大阪会場ではモデレータ
ー、文美月氏（リトルムーンインタ
ーナショナル株式会社取締役副社
長）の下、濵田真里氏、宮城治男氏
（NPO法人ETIC代表理事）、三原理
絵氏、村田早耶香氏（認定特定非営
利活動法人かものはしプロジェクト
共同代表）によるディスカッション
が行われました。

パネルディスカッション（大阪会場）

奥田氏による基調講演（大阪会場）

パネルディスカッション（東京会場）
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シンポジウム「アジア太平洋と日本を結ぶ
女性起業家精神　～「架け橋女性」との
ネットワークを通じて広げよう～」の開催

ポジウム終了後に行われたアンケー
トでは、「背中を押してもらえた。」、
「とても魅力的な方ばかりで力をも
らえました。」などの感想が寄せら
れました。
　本シンポジウムを含む事業の結果
については、平成29年度内に報告書
を取りまとめ、内閣府HP等で公表
予定です。起業に興味を持っている
方、将来の進路に悩んでいる方は、
ぜひ読んでいただき、迷った際の道
しるべとしていただけると幸いです。

ープディスカッションを行いまし
た。実際に起業を経験した架け橋女
性から直接お話しを聞ける機会とあ
り、どのグループでも非常に活発な
議論が行われ、架け橋女性の知見、
経験などの共有が行われました。

参加者からの反響

　本シンポジウムは、東京会場と大
阪会場合わせて約170名の一般参加
者にご来場いただきましたが、シン

広がっていき、本当に必要な人と必
要なタイミングでつながるという流
れに乗れるとの意見がありました。
　濵田氏からは、SNSなどを通して
簡単にメッセージはやり取りできる
時代だからこそ、この人とはつなが
りたいと思うとあえてポストカード
を送っているとの工夫が語られまし
た。
　村田氏からは、創業時にビジネス
コンペに出て、社会的に信頼を集め
ている審査員を味方につけることで
ネットワークを広げたという体験談
が、また、三原氏からは、日本貿易
振興機構（JETRO）、国際協力機構
（JICA）などの公的機関、大使館・
領事館の職員などを通じてビジネス
の基盤となるネットワークを広げる
ことができたという体験談が語られ
ました。
　モデレーターの奥田氏からは、た
だ繋がれば良いのではなく、自らが
人脈を通して情報を発信して、初め
て何か戻ってくる、循環するという
ネットワークをつくっていくことが
すごく大切との意見があり、文氏か
らは、自分ができないことや弱点を
発見し、そこに周りをうまく巻き込
んでいくということが大切であると
の意見が語られました。

グループディスカッション

　パネルディスカッションの後、登
壇者、架け橋女性、一般の参加者を
交え、各テーブルに分かれて、グル 登壇者・架け橋女性（大阪会場）

登壇者・架け橋女性（東京会場）
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行政施策トピックス

〔表彰理由〕
　人事評価表に基づきパートタイム労働
者を着実に評価し、その結果を「部門給」、
「資格給」、「地域給」、「職位給」、「能力
給」等7つの要素からなる時給に反映さ
せ、処遇への納得度を高めている。

小太郎漢方製薬株式会社
 （大阪府、製造業）

〔表彰理由〕
　正社員登用までのルートを明確にし、
正社員と分け隔てなく計画的に教育する
ことにより、パートタイム労働者の平均
勤続年数が10年を超えるなどの成果につ
ながっている。

株式会社サッポロドラッグストアー
 （北海道、小売業）

〔表彰理由〕
　パートタイム労働者の大部分を占める
パートナー社員の資格等級制度の導入、
評価制度の透明化など総合的な取組を行
い、パートタイム労働者の働く意欲を高
めている。

株式会社　常陽銀行
 （茨城県、銀行業・保険業）

〔表彰理由〕
　人事評価の明確化と昇給への反映によ
り、パートタイム労働者の評価・処遇の
納得性を確保している。また、個々の能
力開発計画を策定し、教育研修や認定制
度を活用して、パートタイム労働者のス
キル向上やキャリアアップの動機づけに
つなげている。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　詳しくは次のサイトをご覧ください。
　パート労働ポータルサイト
　URL：

　厚生労働省では、パートタイム労働者
の活躍推進に向けて積極的に取り組んで
いる企業等を「パートタイム労働者活躍
推進企業」として表彰しています。
　このたび、本表彰の平成29年度の受賞
企業6社を次のとおり決定しました。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【平成29年度受賞企業一覧】

◇最優良賞（厚生労働大臣賞）

株式会社光洋
 （大阪府、スーパーマーケット）

〔表彰理由〕
　多段階評価を取り入れた人事評価制度、
業務に必要な知識・技術を体系的に習得・
検定できる独自の「マルチラーニング」
によるパートタイム労働者の育成・昇格
や、実技コンクールや他店舗視察ツアー
により意欲向上をめざし、スムーズな正
社員への転換を図っている。また、社内
提案制度、幹部社員とのミーティング等、
パートタイム労働者の声を経営に活かし
ている。
◇優良賞（雇用環境・均等局長優良賞）

株式会社　北都銀行
 （秋田県、銀行業・保険業）

〔表彰理由〕
　新人事制度を導入し、パートタイム労
働者も正社員と同じ仕組みの中でキャリ
アプランを自ら考え、上司や人事担当者
と共有している。その結果、パートタイ
ム労働者の自ら気づかなかった能力が引
き出され、キャリア支援を含め納得性の
ある処遇制度を実現している。
◇奨励賞（雇用環境・均等局長奨励賞）

イオンビッグ株式会社
 （愛知県、ディスカウントストア）

平成２９年度パートタイム
労働者活躍推進企業表彰の
受賞企業について

厚生労働省雇用環境・均等局 
有期・短時間労働課



▶受賞企業代表者による記念撮影。
前列左より、（社福）平鹿悠真会辻田理事（兼）施設長、㈱髙島屋木本社長、安倍総理大臣、野田大臣、㈱東邦銀行
北村頭取、後列左より、（一財）近畿健康管理センター寺田専務理事、積水ハウス㈱阿部社長、日本アイ・ビー・
エム㈱キーナン社長、ヒューリック㈱西浦会長
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行政施策トピックス

述べました。

　表彰式の前には、野田大臣と受賞企業
の代表者との懇談会を開催しました。各
社からは、特色ある先進的な取組を紹介
いただくとともに、「女性の活躍は会社
にとって極めて重要な経営課題」「マネ
ジメントは男性が占める傾向があり、女
性のキャリア形成支援に資する研修が大
切」「女性の営業職が気持ちよく仕事が
できれば、会社全体がよりよくなる」
「女性が男性並みに就業すれば、人手不
足も緩和される」「職員自身が働きやす
い環境になければ、よりよいサービスを
提供することはできない」といった、
様々な意見が出ました。
　最後に野田大臣から、「日曜保育や働
き方のバリエーション、同一労働同一賃
金の実現など、示唆に富んでいる。女性
を活躍させて儲けが落ち込んだという話
は聞いたことがない。女性活躍は会社を
育てていくために必要であり、女性を活
躍させないのはもったいないと思う経営
者が増えてほしい」とのメッセージがあ
り、懇談会は終了しました。

　平成29年12月13日、総理大臣官邸に
おいて、安倍内閣総理大臣、野田内閣府
特命担当大臣（男女共同参画）の出席の
もと、「女性が輝く先進企業表彰」表彰
式を行いました。
　この表彰は、女性が活躍できる職場環
境の整備を推進するため、役員・管理職
への女性の登用に関する方針、取組及び
実績並びにそれらの情報開示において顕
著な功績があった企業に授与されるもの
で、4回目となる本年度は、内閣総理大
臣表彰として2社、内閣府特命担当大臣
（男女共同参画）表彰として5社が表彰さ
れました。

　安倍総理は表彰式冒頭の挨拶の中で、
「企業の皆さんが、女性活躍こそ将来の
成長に不可欠と気付き、意識が変わり行
動が変わることで、女性が輝く社会の実
現に向かってより強く前進できると考え
ております」「本日お集まりの企業には
正にリーディングカンパニーとして、こ
れからも女性活躍に積極的に取り組んで
いただき、日本中の企業に良い刺激を与
えていっていただきたいと思います」と

平成29年度
「女性が輝く先進企業表彰」

内閣府男女共同参画局総務課



【懇談会の様子】
▶懇談会でお話される野田大臣
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○日本アイ・ビー・エム株式会社（東京都）
　常務以上の役員
が1対1で女性幹
部候補者の育成、

昇進に責任を持つ「スポンサーシップ・
プログラム」により女性役員数が着実に
増加。組織・業界を超えた女性リーダー
の育成にも取り組んでいます。

○ヒューリック株式会社（東京都）
　社員と社長との懇談
会等を通じて、トップ
が直接、社員のダイバ
ーシティ推進への要望

をくみ上げるとともに、ダイバーシティ
の重要性を伝えています。

○社会福祉法人平鹿悠真会（秋田県）
　「子どもお仕事参観日」
の実施等、職員同士が互
いの家庭の状況等への理
解を深める機会を設けて、
協力し合える職場風土の

構築に取り組んでいます。

　受賞企業の取組は、下記ホームページ
に掲載していますので、ぜひご覧ください。
内閣府男女共同参画局HP
「女性が輝く先進企業表彰」

【受賞企業の紹介】
〔内閣総理大臣表彰〕
○株式会社髙島屋（大阪府）

　時間的制約の有無に関わらず能力発揮
できるよう、育児短時間勤務者も基幹職
務（マネジャー職）に積極的に配置。日
曜日に働く職員向けに、日曜日限定の事
業所内保育所の試験導入を行っています。

○株式会社東邦銀行（福島県）
　福島県内の金
融機関としては

初めて、事業所内保育施設「とうほう・
みんなのキッズらんど」を福島市内に開
設。男性の育児休業取得率は9割を超え
ており、100％を目指しています。

〔内閣府特命担当大臣表彰〕
○一般財団法人近畿健康管理センター
　（滋賀県）

　「女性力活性化研究
会」を設置し、①女性
管理職比率②女性営
業職増加③ワーク・

ライフ・バランスの3つを柱に女性の活
躍促進を積極的に進め、男性管理職の意
識改革にも取り組んでいます。

○積水ハウス株式会社（大阪府）
　女性の現場
監督を計画的
に登用。女性
用仮設トイレ

を開発して建設現場の環境改善に努める
とともに、廉価版を流通させて建設業界
全体における女性の現場進出を後押しし
ています。



G7男女共同参画大臣会合等について
聞く会の会場の様子①

8

G7男女共同参画大臣会合等に
ついて聞く会

内閣府男女共同参画局総務課
3Part

行政施策トピックス

T O P I C S

　同会合では、「女性の経済的及び政策
的エンパワーメント」、「女性の政治的エ
ンパワーメント」及び「女性に対する暴
力の防止と撤廃及び人身取引の撲滅に向
けた手段としての女性の経済的エンパワ
ーメント」の3つのテーマの下で、G7に
おける経済分野や政治分野での女性のエ
ンパワーメント、女性に対する暴力の防
止等の取組の推進に向け活発な議論が行
われ、「G7男女共同参画担当大臣宣言」
が取りまとめられました。

② APEC女性と経済フォーラム
2017

　内閣府男女共同参画局より、APEC女
性と経済フォーラム2017の当日の様子
や成果について報告を行いました。
【報告概要】
　APEC地域の経済発展のためには、女
性の新たな経済機会の創出が不可欠であ
るとの認識の下、APEC域内の閣僚や民
間参加者が一堂に会し、「女性と経済フ
ォーラム2017」が、ベトナム・フエにお
いて開催されました。日本からは、武川
男女共同参画局長、林文子横浜市長、民
間代表の矢島里佳氏（（株）和える代表取
締役）、政府関係者らが参加しました。 
　このフォーラムでは、「変わりゆく世
界における女性の包摂及び経済的エンパ
ワーメントの強化」をテーマに、3つの
サブテーマ（1）持続的、革新的、包摂的
な成長に向けたジェンダー平等の推進、
（2）女性が経営する中小企業の競争力と
革新の強化、（3）人材養成におけるジェ
ンダーギャップの縮小について議論が行
われ、経済成長や女性の経済参画につい
て、APECエコノミー間における経験、
情報及び優良事例が共有されました。 
　そして、このフォーラムの成果は、

　2017年12月4日（月）、「G7男女共同参
画大臣会合等について聞く会」が日本学
術会議講堂（東京都港区六本木）で開催
されました。
　「聞く会」は、男女共同参画推進連携
会議企画委員会が主催して行う公開シン
ポジウムで、これまでも男女共同参画に
関する時宜に応じたテーマをもとに、国
内外の講師を招いての講演や参加者との
意見交換を行っています。
　今回は、司会を大崎麻子氏（男女共同
参画推進連携会議企画委員）が務めら
れ、冒頭、武川男女共同参画局長の挨拶、
続いて、G7男女共同参画大臣会合、
APEC女性と経済フォーラム2017、
WAW!2017、女子差別撤廃委員会の最
終見解のフォローアップについて、各府
省担当者より報告が行われました。

①G7男女共同参画大臣会合

　内閣府男女共同参画局より、G7男女
共同参画大臣会合の当日の様子や成果に
ついて報告を行いました。
【報告概要】
　G7男女共同参画大臣会合は、G7サミ
ットに合わせて開催される閣僚会議の一
つで、2017年11月にイタリア共和国・タ
オルミーナで初めて開催されました。
　同会合では、イタリア共和国のマリ
ア・エレナ・ボスキ首相府政務次官（官
房長官）が議長を務め、G7（日本、ア
メリカ、イギリス、イタリア、カナダ、
ドイツ、フランス）及びEUの男女共同
参画担当の閣僚級が一堂に会し、国際社
会が直面する様々な男女共同参画、女性
活躍に関する課題について意見交換を行
いました。日本からは、山下雄平内閣府
大臣政務官が日本代表団長として出席し
ました。



G7男女共同参画大臣会合等について
聞く会の会場の様子②
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「声明：変わりゆく世界における女性の
経済的な包摂とエンパワーメント」とし
て取りまとめられました。
　また、同フォーラムでは、ロシア主導
により、APEC域内における女性の起業
の発展に対するマスメディア、実業界及
び官界の関心を高めること等を目的とし
て開催される女性起業家表彰イベント
「APEC BEST AWARD （APEC 
Business Efficiency and Success 
Target Award）」が開催され、日本代
表の矢島里佳氏（株式会社和える代表取
締役）が「APEC Best Award（大賞）」
と「Best Social Impact賞」の二つの賞
を受賞しました。

　また、本フォーラムにおいては、外務
省及び経済産業省がサイドイベントを主
催し、外務省からは、個別行動計画
（IAP：The Individual Action Plan）
による各エコノミーにおける2020年ま
でに管理職に占める女性の割合を高める
ための取組について、経済産業省からは
2017年10月に東京で行われた「APEC
ジェンダー・ダイバーシティ経営フォー
ラム」について、イベントの当日の様子
を交え報告がなされました。

③WAW!2017

　外務省総合外交政策局より、WAW! 
2017の当日の様子や成果について報告を
行いました。
【報告概要】
　WAW!（Wor ld  Assemb ly  f o r 
Women）は、安倍政権の最重要課題の1
つである「女性が輝く社会」を国内外で
実現するための取組の一環として2014
年から開催している国際会議であり、今
回が4回目の開催です。今回のWAW! 

2017では、「WAW! In Changing World」
をテーマとして、女性支援の具体的な取
組・実績に焦点を当てつつ，変化する世
界において女性が更に活躍していくため
の方策等について議論が行われました。
　1日目には、クリスタリナ・ゲオルギ
エヴァ世界銀行CEO等による基調講演
が行われ、2日目には分科会として5つの
ハイレベル・ラウンドテーブルと2つの
スペシャル・セッションが実施されまし
た。また、3日目には、日本政府と世界
銀行の共催による女性起業家支援をテー
マとした特別イベントが開催され、イバ
ンカ・トランプ米国大統領補佐官による
特別講演が行われました。
　会議終了後には、各分科会からの具体
的な提案を元に成果文書となるWAW! 
2017東京宣言を作成、公表しました。

④ 女子差別撤廃委員会の最終見
解のフォローアップ

　内閣府男女共同参画局より、2018年3
月までに求められている女子差別撤廃委
員会の最終見解のフォローアップについ
て、その経緯や報告書の骨子案、今後の
スケジュールの報告を行いました。
　また、内閣府、法務省から個別のフォ
ローアップ項目に係る施策のこれまでの
進捗状況について報告がありました。



教育機関と連携した活動

女性のアイデアを生かして生まれた
軽トラック（各地のマルシェでも活用）

女性を対象とした農機セミナーを
各地で開催
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行政施策トピックス

農業の魅力と女性の活躍を発信！
“農業女子プロジェクト”
農林水産省経営局就農・女性課女性活躍推進室

携する形をとっています。
　このプロジェクトは、若い女性の職業
の選択肢に「農業」を加えることを目指
し、女性農業者の活躍を広く知ってもら
うとともに、企業と連携することで女性
農業者の意識改革や経営力の発展もねら
いとしています。スタートから4年余り
が経過した現在、全国から600名を超え
る女性農業者（以下「メンバー」という）
が参加しており、農業関連の企業に限ら
ず、アパレル、百貨店、金融機関など幅
広い企業34社、教育機関3校が参画して
います。

（これまでの主な活動）
　企業と女性農業者が連携し、これまで
女性でも運転・操作しやすいトラクター
などの農機具、カラフルな軽トラックなど
を開発、販売されています。女性に使い
やすい製品は誰にでも使いやすく、高齢
者にも好評です。この他にも快適に作業
ができる作業服やアンダーウエア、メン
バーの生産した農産物を使った加工商品
の開発や、メンバーの協力を得て子ども向
け農作業体験などにも取り組んでいます。

■女性農業者をめぐる状況

　農業就業人口の半数近くを女性が占め
ているということをご存じでしょうか？
農業経営に女性が関与すると収益性が向
上するというデータもあり、女性農業者
は地域農業の振興に重要な役割を果た
し、農業の成長産業化を進めるうえでも
欠かせない存在です。しかしながら、農
山漁村における政策・方針決定過程への
女性の参画は十分とはいえず、農林水産
省では、次世代のリーダーとなる女性農
業経営者の育成に向けた実践的研修や、
女性が活躍している農業経営体の表彰等
の事業を通じ、農業分野での活躍を推進
しています。

■農業女子プロジェクトとは？

　上述の他、農林水産省では、女性農業
者の知恵を様々な企業の技術、ノウハウ
などと結びつけ、新たな商品やサービ
ス、情報を社会に広く発信する「農業女
子プロジェクト」を平成25年から推進し
ています。自由な発想と取組を促進する
観点から補助金は使わず、民間企業と連



農業女子プロジェクトの参加申込みは
こちらから

国際会議で農業女子プロジェクトの
活動を紹介

農業女子フェアin香港
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がフェアを企画、実現させたものです。
また、メンバーが国際会議にパネリスト
として参加し自らの農業や農業女子プロ
ジェクトの活動を紹介する機会も生まれ
ました。
　地域で女性農業者グループをつくり、
互いの学びの場や経営力向上に向けた取
組を行う活動も行われています。

（プロジェクトメンバー・参画企業等を
募集中！）
　農業女子プロジェクトは「自分の職業
は農業」と言うことができ、よりよい農
業経営を目指す気持ちのある女性農業者
であれば誰でも参加できます。年齢制限
もありません。関心のある方は別添QR
コードからお申し込みください。またプ
ロジェクトに参画したい企業・教育機関
も随時募集しております。

■「農山漁村女性の日」関連イベント

　農林水産省では3月10日を「農山漁村
女性の日」と定め、3月上旬に関連イベ
ントを実施しています（裏表紙参照）。
今年度も以下の行事を予定しています。
一般の方も観覧可能ですので、是非ご参
加ください。
・ 3月6日（火）「農業の未来をつくる女性
活躍経営体100選（WAP100）表彰式」

　 女性活躍に向けて先進的な取組を実践
している農業経営体を認定・表彰しま
す。
・3月7日（水）「未来農業DAYs」
　 農業の「これまでとこれから」を共有
し競い語りあう新しいイベントです。
・ 3月8日（木）「農業女子PJフォーラム
2017」

　 全国の農業女子が動画＆プレゼンで地
域と農業の魅力を発信します。

（教育機関との連携）
　若い女性に農業の魅力を伝えようと平
成28年11月より教育機関と連携した活
動も始めました。メンバーが大学や高校
に赴き農業に関する講義を行い、学生の
農業インターンシップに協力する一方、
学生がメンバーの農産物マーケティング
に力を発揮するなどの活動も行われまし
た。活躍する女性農業者から、就農後の
体験談、農業経営に女性の視点をどのよ
うに活かしているかなど具体的な話を聞
いた女子学生達からは、若い女性が農業
をしていることを知り農業に対するイメ
ージが変わった、就農に向けたイメージ
が湧いたという感想も寄せられました。

（活躍の場を広げるメンバー）
　プロジェクトの活動を通じて、活躍の
場を広げているメンバーもいます。
　例えば平成29年1月及び9～10月には、
香港の百貨店等で農産物や加工品のプロ
モーションを行う「農業女子フェアin香
港」を開催、全国から10数名のメンバー
が参加しましたが、これはメンバー自ら
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やじま・ようこ／三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社共生社会室室長 主席研究員。
中央大学大学院戦略経営研究科客員教授。1989年 （株）三和総合研究所（現MURC）入社。
2004年～2007年 内閣府男女共同参画局男女共同参画分析官。男女共同参画、少子高齢化対策
の視点から、ワーク・ライフ・バランスやダイバーシティ関連の調査研究・コンサルティン
グに取り組んでいる。著作に、『ダイバーシティ経営と人材活用』東京大学出版会（共著）等。

Yajima Yoko

参考：�矢島洋子「企業におけるダ
イバーシティ推進」

http://www.murc.jp/thinktank/
r c / q u a r t e r l y / q u a r t e r l y _
detail/201704_01

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株） 共生社会室室長主席研究員　矢島 洋子

連載／その1

短期的に活用しようと思えば、「外国人
ならでは」の活躍を期待することにメリ
ットがあるかもしれませんが、逆に、
「外国人には向いていない」仕事がある
という偏見が助長される可能性がありま
す。一定の役割に固定されることで長期
的な活躍やキャリア形成を見込めないと
なれば、定着が進まない可能性もありま
す。「日本人と同じことができる」こと
は組織運営においてプラスかもしれませ
んが、そのために採用できる外国人材の
層が狭くなったり、求職者が少なくなる
可能性もあります。
　「ダイバーシティ」を掲げ、多様性を活
かすことを重視する企業では、女性等の
外形的な「属性」は、採用や職場の多様
性を確保するための手掛かりであるもの
の、真に重要な多様性は、価値観や能力
や経験等内面的なものであるという見方
も出てきています。こうした考えに基づ
き、組織内の社員は個々に異なるとし、
特定の属性にこだわった取組みは、かえ
って真に重要な内面的多様性を生かす取
組みを阻害するとみる企業もあります。
確かに、「社員は個々にすべて異なる」
という考えに基づく取組みは、管理職層
による現場のマネジメントや人事評価に
おいては有用かもしれません。一方、組
織において、差別や不利益を解消するた
めのポジティブ・アクションの視点から
の仕組み作りや環境整備には結びつかな
い可能性があり、注意が必要です。
　これからの企業におけるダイバーシテ
ィ推進においては、包括的なダイバーシ
ティの概念とテーマ横断的な視点・施策
を活用しつつ、個別のテーマが抱える問
題に向き合っていくことが求められるの
ではないでしょうか。

　近年、企業のダイバーシティ推進には、
テーマの広がりがみられます。「女性」
から、「高齢者」「障がい者」「外国人材」
「LGBT」等へ。推進に際し、「ダイバー
シティ」という概念を用いるか否か、「ダ
イバーシティ」概念を用いる場合でも、
個々に施策を設定するのか、横断的な取
組みを主とするのか、など。企業の取り
組み方には様々なパターンがあるようで
す。
　企業が「ダイバーシティ」という概念
を用いる意義は、一つには、「マイノリ
ティへの支援」というスタンスから脱し、
「多様性を企業経営に有意なものとして
積極的に肯定する」というスタンスを示
す点にあると考えられます。同時に、各
テーマの課題を、「当事者の問題」から、
「組織の問題」にするという意義もあり
ます。時間制約のある社員の短時間の勤
務を認め就業継続を可能とするだけでな
く、能力発揮を促す仕事の機会を与える
ことが、「本人のため」なのか「企業の
ため」なのかという見方の違いは、管理
職のマネジメント姿勢に大きな影響を与
えます。もう一つの意義は、個別のテー
マの問題に「ダイバーシティ」という横
断的視点を取り入れることで、取るべき
施策や方向性が見えてくる点にありま
す。女性に関しては、配置や採用・登用
において男女同じ基準でみるという考え
方や、女性ならではの活躍を期待するよ
りも男女ともに活躍できる環境整備が必
要という考え方が比較的浸透してきてい
ます。しかし、高度外国人材となると、
「外国人ならでは」の活躍を期待する一
方で、「日本人と同じことができる」こと
が求められるといった問題があります。
女性の場合と同じような視点で考えると、

女性活躍の視点からみた企業のあり方⑽　女性活躍推進とダイバーシティ
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研修会のようす

ワークシート

プログラム試行のようす

○ 「困難を抱える女性の自立支援強化
のためのNPOネットワーク構築」
事業

○ 多様な視点の災害時用情報共有促進
ツール制作・普及啓発事業

○ 非正規職シングル女性の課題・ニー
ズ別支援モデルプログラムの開発事
業

連載／その2

　今回は、平成28年度「地域における女
性活躍推進モデル事業」から3事業を紹
介します。

○ 非正規職シングル女性の課
題・ニーズ別支援モデルプロ
グラムの開発事業（公益財団
法人横浜市男女共同参画推進
協会）

　横浜市男女共同参画推進協会は、男女
共同参画社会の実現を目的として、横浜
市の男女共同参画センター3館を拠点と
して、男女共同参画に関する事業を実施
している法人です。
　同協会では、平成27年度に（一財）大阪
市男女共同参画のまち創生協会及び福岡
女子大学教授と共同で実施した「非正規
シングル女性の社会的支援に向けたニー
ズ調査」（以下「ニーズ調査」。）の結果か
ら支援策の検討が必要と考え、非正規職
で働くシングル女性を対象とした支援モ
デルプログラムの開発事業を実施しまし
た。ニーズ調査の結果を基に、有識者を
招聘した検討会や当事者との意見交換を
踏まえたプログラムの開発と試行実施を
行いました。この結果、試行実施におい
て受講者の就労への自信が高まるなど、
有効なプログラムが開発されました。

○ 多様な視点の災害時用情報共
有促進ツール制作・普及啓発
事業（株式会社　熊本日日新
聞社）

　熊本日日新聞社は、熊本県内地域に密
着した情報を提供する地方紙「熊本日日
新聞」（日刊）を発行する新聞社です。
　熊本地震の被災地である熊本県だから
こそ、平時から防災の意識を醸成するこ
との必要性を全国に発信することができ

ると考え、住民向けの啓発事業を実施し
ました。発災時に的確に行動するため、
必要な情報や男女間での防災意識にズレ
がないよう、被災者である県民からの聞
き取りにより、熊本地震の経験を反映さ
せた災害発生時の行動指針や情報共有の
ためのワークシートを作成しました。作
成後はワークショップの開催や、新聞社
が持つ地域性を生かした多様な媒体の活
用やクロスメディア展開などにより、幅
広く普及啓発を実施しました。

○ 「困難を抱える女性の自立支
援強化のためのNPOネットワ
ーク構築」事業（認定特定非
営利活動法人山形創造NPO支
援ネットワーク）

　認定NPO法人山形創造NPO支援ネッ
トワークは、山形県民の主体的な公益活
動の発展を目指すNPO支援組織として
様々な活動を行っている法人です。
　DV等の女性への暴力は女性の自立を
阻み、女性のひとり親家庭の多くは貧困
等を抱えています。同法人では、山形県
でもこうした女性が増加する一方、県内
に自立支援のための民間施設がなく、効
果的な支援活動が難しい状況に着目し、
自立支援強化のためのネットワークを構
築しました。県内全域のNPO法人を対象
とした支援に対する意識や活動実態等の
調査や、支援の重要性を訴えかけるなど
の啓発活動を実施しました。また、ワー
クショップ等の研修会を開催し、ネット
ワークへの参加を広く呼びかけました。
こうした結果、24の個人、団体からなる
支援ネットワークを構築することができ
ました。ネットワークの構築と平行して、
支援情報を冊子として取りまとめ、支援
を必要とする方に配布するなど、支援活
動にも取り組みました。

地域における女性の活躍推進⑮
女性の力で地域の課題を解決する

内閣府男女共同参画局総務課



14

奥村 直樹
国立研究開発法人宇宙航空
研究開発機構　理事長

石田 建昭
東海東京フィナンシャル・ホ
ールディングス株式会社
代表取締役社長 最高経営責任者

若手職員働き方変革研修

JAXAほしのこ保育園

ロールモデル社員が活動について議論
する様子

全社員に配布している「ダイバーシテ
ィ・バイブル」

取組事例ファイル／団体編

門にバランスよく配置することができ、
目標の「女性管理職比率20％」を達成。
5年前にはゼロだった女性役員が、現在4
名誕生するに至りました。これらの実績
を礎として、次の女性活躍の目標に「男
性社員の育児関連休暇取得率」と「高度
な専門性を持つ女性比率」を新たに加
え、女性活躍推進の取組を着実に進めて
まいります。
　当社は、2017年4月から経営計画
「New Age’s, Flag Bearer 5」をスター
トしました。男女を問わず社員全員の
「人間性」と、より高度な「専門性」を
追求していこうと、先ずはその仕組み作
りとして、人事制度全体の見直しを行い
ます。多様な人財一人ひとりが、新時代
の旗手となる気概と、仲間を大切にする
広い心を併せ持つことが、私たちのイノ
ベーティブな金融グループとしての持続
的成長に繋がると確信しています。

女性活躍で「新たな価値の創出」を
　2018年（平成30年）は、JAXA設立
15年の節目の年にあたります。4月から
は新たな中長期目標期間が始まり、これ
まで取り組んできた技術の発展・先導、
社会課題解決による価値創造をさらに加
速し、技術力と革新的技術の創出につな
がる研究開発により、これまで以上に宇
宙航空分野における中心的な役割を果た
していくことが期待されています。
　労働人口の減少や情報化等、社会変化
に柔軟に対応しながら、新たな価値の創
出に向けた組織体制を構築するために
は、労働環境の向上や働き方の改善に加
え、女性を含む多様な人材の活用推進と
次世代を担う人材の育成が不可欠である
と考えます。
　JAXAの全職員に占める女性の割合は
約20%です。出産や女性に偏りがちな育
児などのライフイベントの負担を軽減す

新時代の旗手を目指して
～人間性（ハート）と専門性（プロフェッ
ショナリティ）の追求～
　日本の金融業界は大きな転換期を迎
え、より先進的な経営が求められていま
す。そのような中、私共金融機関は、多
様な人財の人間力とその個性を存分に発
揮できる仕組み、そして、それを支える
オープンなカルチャーが欠かせなくなっ
ています。
　当社は2012年度、経営計画「Ambitious 
5」のもと本格的な女性活躍推進をスタ
ートしました。ダイバーシティの意義を
適切に伝えるため、「ダイバーシティ・
バイブル」を作成し、全社員に配布する
ことで意識を高めてまいりました。さら
に、管理職へのダイバーシティ研修や目
標となりうる女性社員によるロールモデ
ル活動などを行い、社員の理解を深めま
した。その結果、女性管理職を各事業部

る制度を整えています。これにより、女
性のみならず子育て世代が能力を発揮で
きる環境につなげ、広い視野を持った職
員が事業に参画することで多様性が確保
され、生産性の向上に有効に機能すると
考えています。
　次世代を担うリーダーの育成において
もキャリア形成に対する意識づけ等を目
的とした研修の実施や、「キャリアメン
ター制度」の導入等短期的な取組と共
に、女性職員を事業推進に関わる部署等
に戦略的に配置し、経営に近いところで
実践を積む機会を与える中長期的な育成
も図っています。平成25年度に約3%だ
った女性管理職の割合も平成29年度は約
8%と徐々に育成の効果が出始めており、
今後も女性活躍推進の取組を加速してい
きます。

「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」行動宣言賛同者の取組
平成26年に「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」行動宣言が公表され、現在
160名を超える男性リーダーが本宣言に賛同しています。今月は4名の賛同者の取組を紹介
します。
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滝 久雄
株式会社ぐるなび
代表取締役会長　CEO・創業者

ジェローム・ブリュア
日本ロレアル株式会社
代表取締役社長

社内交流の場（ぐるのわ）の様子

復職前セミナーの様子

育児時短制度を利用するシュウ ウエ
ムラ美容部員

シングルマザーキャリア支援プログラ
ム「未来への扉」

女性の力を食の発展に
　“日本発、世界へ”。ぐるなびは、この
企業理念のもと1996年の創業以来、日本
ならではのオリジナリティを生かし、日
本の食文化を守り育てることを使命に取
り組んでまいりました。食は全ての人々
にとって非常に身近なテーマであり女性
の視点が大切です。女性が活躍し、その
力を活用することが当社の成長に繋がる
と信じています。これまでも、ぐるなび
の成長には女性の力が大きく寄与してき
ましたが、更なる成長のために、女性は
もとより多様な価値観を持った人材が必
要だと思っています。
　当社は、2015年11月にダイバーシテ
ィ推進グループ（現：ダイバーシティ推
進室）を新設し、女性・障がい者など多
様な人材が持てる能力を最大限に発揮で
きる風土づくり、活躍できる環境整備を
積極的に行っています。女性活躍支援の

多様性は革新的なイノベーションの源
　世界最大の化粧品会社ロレアルは1909
年に創業以来「多様性」を提唱し、性別
を越えた平等性やキャリア形成を尊重す
べく、女性の活躍を積極的に推進してい
ます。「多様性」は革新的なイノベーシ
ョンの源となり、化粧品事業をけん引し
ています。
　日本法人の日本ロレアルでは、オフィ
ス社員の育児と仕事の両立をサポートす
る支援金120万円の支給、半日・1日単
位の在宅勤務（年間最大12日）、看護有
給休暇、とちょう保育園の利用枠を提供
しています。美容部員の支援プログラム
では、業界初10歳未満の子を養育する場
合の育児時短制度、妊活支援、介護休暇
などの制度を導入。女性社員の意見を制
度に反映することで、社員がライフステ
ージに合わせてより柔軟で多様な働き方
を選択し、長期的視野に立ったキャリア

取組としては、自らのキャリアや各人が
迎えるライフステージをより前向きにと
らえることができるように、キャリアス
テージに合わせた女性社員対象セミナー
を導入するほか、育児サービスの費用補
助等の制度拡充、産休・育休者への情報
提供等を実施してきました。また、女性
社員をネットワークした社内交流の場
（ぐるのわ）を設け、互いの知見を共有
しコミュニケーションの活性化を図って
います。
　今後、日本の食文化を世界に広げ、日
本がグローバルに活躍していくために、
女性の力に大いに期待しています。当社
で働く人材がその能力やアイデアを発揮
し、社会に貢献し続ける企業となるべ
く、多様な人材の活躍を推進していきま
す。

形成を実現できるようにしています。現
在、指導的地位の女性の割合は58％、産
休・育休からの復職率は93％と、高い実
績を誇っています。
　また、社会的課題への対応として、
2005年に「ロレアル-ユネスコ女性科学
者 日本奨励賞」を創設し、生命・物質
科学分野における若手女性科学者が研究
を継続できるよう奨学金100万円を毎年
4名に贈呈しています。これまでに47名
が受賞し、受賞後も国内外でキャリアを
切り拓いています。2016年にはシングル
マザーが経済的安定を得られるようキャ
リア支援プログラム「未来への扉」を開
講、約100名が無償講座を履修し、美容
部員やオフィスワークなどの正社員とし
てキャリアアップを図っています。
　今後とも、社内外において女性の活躍
の場が広がるよう充実した制度や支援活
動を推進していきます。
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1 News 内閣府

政府インターネットテレビ特別座談会
「家族の幸せは、家族でつくる。」
（野田聖子大臣、中山秀征さん他出演）

4 Info 農林水産省

『農業女子PJフォーラム2017』開催
2 News 国立女性教育会館（NWEC）

「大学等における男女共同参画推進セミナー」
実施報告

3 News 厚生労働省

「平成29年度均等・両立推進企業表彰」
表彰式・シンポジウム開催報告

　野田聖子内閣府特命担当大臣（男女共同参画）を囲み、
中山秀征さん、セイン・カミュさん、舟木久美子さんが「チ
ーム家族で、男性も家事や育児に参加すると良いことがあ
る！」をテーマに座談会を開きました。チーム家族とは？
良いこととは？家事や育児に上手に楽しく参加するために
は？様々なお話やアイディアが飛び出しました。こちらか
ら視聴できますので、ぜひご覧ください。

　農林水産省が推進する農業女子
プロジェクトのイベントの1つと
して、「農業女子PJフォーラム
2017」を開催します。全国の農業
女子メンバーが9ブロックに分か
れ、ネットワーク力を活かし、
日々の取組や地域の農業の魅力を
PRする動画を制作しました。その
「農業女子PJ地域別PRムービー」

のNo.1を、フォーラム当日決定します！下記ホームページ
より一般観覧を募集していますので是非ご応募下さい。

『農業女子PJフォーラム2017』
日　時：平成30年3月8日（木）
　　　　13：30開場　14：00～16：30
場　所：都道府県会館101会議室
　　　　（東京都千代田区平河町2-6-3）
参加費：無料（先着250名）
【農業女子PJフォーラム2017　特設ページ】

　11月30日～12月1日、「多
様な人材を生かす大学の組織
改革と新しいリーダーシップ」
をテーマに86名の参加を得て
開催しました。
　1日目の一般財団法人女性

労働協会会長の鹿嶋敬氏による基調講演「社会、組織、大
学の男女共同参画は進化しているか」では、第1次男女共同
参画基本計画策定から第4次の現在までのプロセスと論点を
整理。男女共同参画社会の形成がゴールであり、施策など
の「手段」との違いを理解することなどが提言されました。
パネルディスカッションは「組織改革」「リーダーシップ」
をキーワードに展開し、大学等における多様化がなぜ必要
なのか、議論を深めました。
　2日目は女性教育情報センターなどの見学とワークショッ
プを実施。北海道大学・東京藝術大学・東洋大学の報告を
受け、参加者は自校の課題や取組、改革に向けた取組を共
有しました。キャンパスハラスメント防止の講義では、弁
護士の井口博氏より現状と定義、個人と組織の双方の視点
からの防止策について、具体的な解説とアドバイスがあり
ました。

　厚生労働省では、「職場における女性労働者の能力発揮を
促進するための積極的な取組（ポジティブ・アクション）」
や「仕事と育児・介護との両立支援のための取組」につい
て、他の模範となる取組を推進している企業を「均等・両
立推進企業」として、合計5社を表彰しました。表彰式は、
12月15日に女性就業支援センターのホールで開催しました。
　表彰式後に開催したシンポジウムでは、受賞企業の人事
労務担当者をパネリストに迎え、各社の取組を紹介しなが
ら女性活躍の推進や仕事と育児・介護との両立支援につい
て活発なディスカッションが行われました。

＜厚生労働大臣優良賞＞
■均等推進企業部門（1社）
　株式会社竹中工務店（大阪府）
■ファミリー・フレンドリー企業部門（4社）
　株式会社東邦銀行（福島県）
　伊藤忠商事株式会社（東京都）
　小田急電鉄株式会社（東京都）
　日本ガイシ株式会社（愛知県）
　受賞企業の取組は以下のサイトよりご覧いただけます。
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仙台市男女共同参画推進センター
エル・パーク仙台、エル・ソーラ仙台

男女共同参画センターだより

　本市の男女共同参画推進
センターは、昭和62年開館
の「エル・パーク仙台」と
平成15年開館の「エル・ソ
ーラ仙台」の2館体制で運
営しています。両館ともに、
交通の便の良い商業ビル内
にあり、性別・年齢を問わ
ず多くの市民に親しまれて
います。
　エル・パーク仙台は、市

ーシップ基金」を活用し、
平成27年に企業等の女性
管理職候補育成を開始。さ
らにノウハウを活かして28
年には地域での防災・まち
づくりで活動する女性のリ
ーダー候補育成を開始。5
か年で各100名の修了生輩
出を目標としています。参
加者からは「職場や地域で
の実践に活かせている」、

れに機能を分担しています。
　これらのセンターの指定
管理者である（公財）せん
だい男女共同参画財団と本
市では、特に東日本大震災
以降は、震災での経験を踏
まえ、平時から女性が地域
や企業でリーダーシップを
発揮できるような支援に力
を入れています。
　ノルウェー王国からの支
援で設立した「東日本大震
災復興のための女性リーダ

スペースでの男性の子育て
をテーマとした図書の紹介
展示などを行い、働く女性
活躍やワーク・ライフ・バ
ランスの推進についての企
業や男性の意識啓発の取り
組みを行っています。
　これからも、地域の様々
な団体、企業、関係機関等
と連携しながら、多様な市
民が集う男女共同参画の拠
点として、様々な取り組み
を進めてまいります。

　今年も6月23日から始ま
る男女共同参画週間のキャ
ッチフレーズを今月一杯募
集しています。今年のテー
マは、「スポーツに関わるあ
らゆる分野での女性の参画
を推進し、様々なスポーツ
に男性も女性も親しみ、チ
ャレンジし、活躍できるよ
うになるためのキャッチフ
レーズ」です。
　今年も素晴らしいキャッ
チフレーズの応募をいただ
きますようスタッフ一同お
待ちしております。
　さて、いよいよ2月9日か
ら平昌（ピョンチャン）オ
リンピックが始まります。
また、3月9日からは同パラ
リンピックも開催されます。
この間、スキー、スケート
等のウインタースポーツの
熱い戦いが繰り広げられる
ことになります。頑張って
いる選手たちに最大限のエ
ールを送りたいと思います。
 （編集デスク　K.H）

【2月号表紙】
　アジア諸国で交流の架け
橋となり活躍している女性
をイメージしてデザインし
ました。
デザイン／山浦恵梨子

民活動グルー
プの支援機能
のほか、ホー
ルや創作室な
ど多彩な貸室
で文化活動
拠点としても
活用され、エ
ル・ソーラ仙
台は相談機能
や男女共同参
画に関わる情
報の収集・提
供機能を担う
など、それぞ

推薦元の企業
等からは「毎
回、目に見え
て受講者の変
化を感じた」
などの報告が
寄せられ、手
ごたえを感じ
ています。
　こうした女
性の育成支援
と並行し、企
業向けセミナ
ーや出前講
座、図書資料

女性管理職候補育成プログラム　
修了式の様子

地域版女性リーダー育成プロ
グラムでの一コマ



内閣府
男女共同参画局“Kyodo - Sankaku”
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